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● 小豆島を元気にする児童・生徒の活躍
● 町・県民税の申告が始まります
● 小豆島町で活動をする
　　「小豆島町地域おこし協力隊」
● 各地域で町政懇談会を開催
● 町長の「八日目の蟬」記　セレクション
● 新たなまちづくりへ向けて
● あなたの国保を守りましょう
● 子どもの健康相談室
● オリーブ栽培ごよみ
● 統合高校情報室
● まちのわだい
● くらしの情報・英語で小豆島を紹介しよう！
● くらしのカレンダー
● 小豆島を元気に！　私の提言

〒761－4388　香川県小豆郡小豆島町池田2100－4　TEL0879－75－1800　FAX0879－75－1500
http://www.town.shodoshima.lg.jp/　E-mail　olive-kikaku@town.shodoshima.lg.jp 

「小豆島の未来を担う　　
　　　新成人の誕生」

～小豆島町成人式～
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12
月
20
日
、
京
都
府
の
西
京

極
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
多
く

の
方
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
沿

道
か
ら
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
大
会
は
、
京
都
に
会
場
を

移
し
て
50
周
年
と
い
う
記
念
の

大
会
で
、
全
国
か
ら
59
校
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
女
子
駅
伝
チ

ー
ム
は
、
香
川
県
大
会
の
タ
イ

ム
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

56
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

小
豆
島
高
校
陸
上
部
女
子
駅
伝

チ
ー
ム

２
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場

　

11
月
１
日
に
坂
出
市
で
行
わ

れ
た
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走

大
会
香
川
県
予
選
で
小
豆
島
高

校
陸
上
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
が

２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
豆
島
高
校
野
球
部
、
陸
上
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
が
香
川
県

大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
、
小
豆
島
高
校
の
名
を
全
国
に
轟
か
す

1
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
ま
し
た
。

小
豆
島
高
校
野
球
部

秋
季
四
国
地
区
高
等
学
校
野
球

大
会
香
川
大
会　

優
勝

　

小
豆
島
高
校
野
球
部
は
、
９

月
12
日
か
ら
行
わ
れ
た
秋
季
四

国
地
区
高
等
学
校
野
球
香
川
大

会
で
初
優
勝
を
飾
り
、
10
月
24

日
か
ら
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た

四
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
か
ら
登
場
し
た
小
豆

島
高
校
は
、
土
佐
高
校
と
対
戦

し
ま
し
た
。
常
に
先
制
を
許
す

苦
し
い
試
合
展
開
で
、
１
点

ず
つ
返
し
、
健
闘
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
３
対
４
で
敗
れ
、
四

国
大
会
１
勝
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
秋
季
大
会
の
結
果

や
地
域
貢
献
な
ど
を
評
価
さ

れ
、
四
国
地
区
の
21
世
紀
枠
の

候
補
校
と
し
て
、
甲
子
園
出
場

へ
の
希
望
を
残
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
出
場
校
の
発
表
は
１

月
29
日
で
す
。

小
豆
島
高
校
陸
上
部
の
活
躍

　
【
個
人
】

■
２
年　

増
田　

空そ
ら

さ
ん

第
68
回
四
国
高
等
学
校
対
校
選

手
権
大
会

　

１
５
０
０
ｍ　
　
　
　

２
位

　

５
０
０
０
ｍ　
　
　
　

５
位

■
１
年　

向
井
悠ゆ

う

介す
け

さ
ん

第
64
回
香
川
県
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　

１
５
０
０
ｍ　
　
　
　

１
位

　

５
０
０
０
ｍ　
　
　
　

１
位

四
国
高
等
学
校
新
人
陸
上
選
手

権
大
会

　

５
０
０
０
ｍ　
　
　
　

１
位

第
70
回
国
民
体
育
大
会　

　

少
年
Ｂ　
３
０
０
０
ｍ　
８
位

■
２
年　

丸
井
彩あ

や

華か

さ
ん

平
成
27
年
度
香
川
県
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

　

女
子　
３
０
０
０
ｍ　
　
１
位

■
１
年　

岡
田
紗さ

宝ほ

さ
ん

第
55
回
香
川
県
総
合
体
育
大
会

　

３
０
０
０
ｍ　
　
　
　

１
位

■
１
年　

藤
田
真ま

由ゆ

さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
香
川
県

最
終
予
選
会

　

少
年
Ｂ　
１
５
０
０
ｍ　
１
位

他
に
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が

活
躍
し
て
い
ま
す

　
【
小
学
校
】

第
46
回
香
川
県
小
学
生
選
抜
陸

上
競
技
大
会　

80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

５
年
女
子
の
部　

１
位

池
田
小
５
年　

真
砂
寧ね

ね々

さ
ん

第
32
回
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
管
弦
器
部
門　

金
賞

苗
羽
小
３
年　

藤
本
真ま
こ
と己
さ
ん

第
65
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文

コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
低
学
年

の
部　

最
優
秀
賞

苗
羽
小
２
年　

佐
藤
千ち

潤ひ
ろ

さ
ん

全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス

ト　

科
学
部
門　

全
国
都
道
府

県
教
育
長
協
議
会
会
長
賞

安
田
小
１
年　

山
本
藍あ

子こ

さ
ん

香
川
県
小
・
中
学
校
総
合
文
化

祭
展
覧
会　

図
工
の
部　

香
川

県
知
事
賞

安
田
小
５
年　

藤
田
愛ま
な
と翔
さ
ん

火
災
防
火
ポ
ス
タ
ー　

特
別
賞

香
川
県
知
事
賞

星
城
小
６
年　

立
花
匡き
ょ
う

平へ
い

さ
ん

第
61
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル　

香
川
県
審
査
最
優
秀
賞

星
城
小
５
年　

今
城　

凜り
ん

さ
ん
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【
中
学
校
】

第
16
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の

づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

◦
「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と
う
」

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
審
査
出
場

　

２
年　

新
川
慶け

い

弥や

さ
ん

◦
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
家
庭

分
野
Ⅰ
部
門
出
品

　

２
年　

出
水
里り

歩ほ

さ
ん

第
61
回
全
国
中
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会　

香
川
大
会

女
子
共
通　
１
５
０
０
ｍ　
１
位

　

３
年　

三
木
春は

る

奈な

さ
ん

第
55
回
香
川
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会　

陸
上
競
技

２
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
１
位

第
52
回
香
川
県
中
学
校
新
人
体

育
大
会　

陸
上
競
技

２
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
１
位

　

２
年　

大
石
朝あ

さ

陽ひ

さ
ん

税
の
作
文　

香
川
県
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
賞　

最
優
秀
賞

　

３
年　

武
井
菜な

な々

歩ほ

さ
ん

　
【
高
校
】

第
70
回
国
民
体
育
大
会

少
年
綱
引
き　

準
優
勝

　

１
年　

空
山
敬け

い

斗と

さ
ん

第
８
回
全
国
高
等
学
校
「
軽
音

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
ロ
ー
ラ
ン

ド
特
別
賞
（
ギ
タ
ー
部
）

　

３
年　

山
本
菜な

緒お

さ
ん

　

３
年　

中　

悠ゆ
う

亮す
け

さ
ん

　

３
年　

鎌
野
ゆ
う
さ
ん

　

３
年　

金
近
尚な

お

弥や

さ
ん

　

３
年　

炭
山
晃こ

う

希き

さ
ん

　

苗
羽
小
学
校
音
楽
部
の
皆
さ

ん
は
、
12
月
26
日
に
大
阪
府
池

田
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ

ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
西
日
本

優
秀
校
発
表
音
楽
会
の
小
学
校

合
奏
第
二
部
門
に
出
場
し
、
歌

劇
「
ど
ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ
」
序

曲
を
演
奏
し
、
優
良
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

音
楽
部
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃

か
ら
練
習
に
取
り
組
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
発
表
の
場
を
経
験
し
て

成
長
し
、
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

石
井
優ゆ

う

斗と

さ
ん
は
、
作
品

　
「
三
代
目
は
ぼ
く
の
夢
」
で
、

お
父
さ
ん
、
お
祖
父
さ
ん
の
仕

事
で
あ
る
表
具
屋
さ
ん
の
仕
事

ぶ
り
を
細
か
く
鮮
や
か
に
描
き
、

お
父
さ
ん
の
仕
事
を
す
る
姿
を

見
て
、
仕
事
の
深
さ
や
難
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
も
、
優
斗
さ
ん

も
将
来
は
、
お
客
さ
ん
に
喜
ば

れ
る
表
具
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

と
夢
を
綴
り
、
見
事
壺
井
栄
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

小
豆
島
相
撲
ク
ラ
ブ
の
中
野

大だ
い

也や

さ
ん
、
伊
賀
瑛え

い

之の

助す
け

さ
ん
、

伊
賀
慎ち
か

之の

助す
け

さ
ん
は
、
10
月
３

日
に
行
わ
れ
た
香
川
県
秋
季
少

年
相
撲
大
会
で
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
個
人
の
部
で
は
、
伊

賀
慎
之
助
さ
ん
が
３
、
４
年
の

部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
慎
之
助
さ
ん
は
、
第

28
回
四
国
小
学
生
相
撲
選
手
権

大
会
で
も
優
勝
し
、
両
国
国
技

館
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
に
高
知
市
の
高
知

県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

民
家
の
甲
子
園
全
国
大
会
が
行

わ
れ
、
小
豆
島
高
校
光
画
部
１

年
高
橋
春は
る

香か

さ
ん
、
山
本
み
な

み
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
「
め

ぐ
り
あ
い.com

e

」、「
こ
れ
か

ら
も
、
ず
っ
と
こ
の
場
所
で
」

が
約
４
０
０
作
品
の
中
か
ら
優

秀
個
人
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
岡
田
弥み
ゆ
う優
さ
ん
、

阿
竹
萌も
え

香か

さ
ん
、
１
年
野
島
な

な
み
さ
ん
、
山
神
梨り

り々

香か

さ
ん

が
団
体
で
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ト
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

苗
羽
小
学
校
音
楽
部
第
62
回
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

西
日
本
優
秀
校
発
表
音
楽
会
で
優
良
賞

小
豆
島
高
校
１
年
高
橋
春
香
さ
ん
、
山
本
み
な
み
さ
ん
が

第
13
回
民
家
の
甲
子
園
全
国
大
会（
写
真
）で
優
秀
個
人
賞

小
豆
島
相
撲
ク
ラ
ブ　

中
野
大
也
さ
ん（
池
田
小
６
年
）、

伊
賀
瑛
之
助
さ
ん（
池
田
小
４
年
）、
伊
賀
慎
之
助
さ
ん（
池

田
小
４
年
）
香
川
県
秋
季
少
年
相
撲
大
会
団
体
で
優
勝

石
井
優
斗
さ
ん
（
安
田
小
学
校
４
年
）

第
43
回
壺
井
栄
賞
に
輝
く
！

左から中野大也さん、伊賀慎之助さん、
伊賀瑛之助さん

全国大会でプレゼンテーションをする光画部
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平成28年度　町・県民税申告相談日程表

申告期間は2月16日㈫から3月15日㈫まで
が始まります町・県民税の申告町・県民税の申告

　

今
年
も
町
・
県
民
税
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
昨
年
１
年
間
の
所
得
と
、
受
け
よ
う
と
す
る
控
除
を
申
告

す
る
も
の
で
、
町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
ほ
か
、
各
種
福
祉
・
医
療
制

度
な
ど
の
判
定
や
所
得
証
明
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
各
地
区
で
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方

は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
控
除
が
わ
か
る
資
料

●
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保

　

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
料
・
介
護
保
険
料
・
国
民

　

年
金
保
険
料
）
の
領
収
書
ま

　

た
は
支
払
証
明
書

●
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

　

険
料
、
地
震
保
険
料
の
支
払

　

証
明
書

●
医
療
費
控
除
（
平
成
27
年
中

　

に
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
の

　

合
計
が
10
万
円
ま
た
は
総
所

　

得
金
額
の
５
％
を
超
え
る
場

　

合
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

　

合
は
、
支
払
っ
た
医
療
費
の

　

領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て

　

ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
支

　

払
明
細
書

●
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と

　

す
る
場
合
は
、
身
体
障
害
者

　

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

　

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障
害

　

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

●
印
鑑

●
所
得
税
還
付
申
告
の
場
合
は
、

　

ご
本
人
名
義
の
通
帳

申
告
の
必
要
が
あ
る
方

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

小
豆
島
町
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
27
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た
方

※
た
だ
し
、
収
入
が
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
次
の
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
に

　

加
入
し
て
い
る
方

○
所
得
証
明
書
（
非
課
税
証
明

　

書
）
等
が
必
要
な
方

申
告
を
免
除
さ
れ
る
方

○
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書

　

を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

○
平
成
27
年
中
の
所
得
が
給
与

　

の
み
で
、
年
末
調
整
で
清
算

　

済
み
の
方

※
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
る
場
合
は
申
告
が
必
要

で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◇
申
告
相
談
に
来
ら
れ
る
時
は
、

　

次
の
書
類
を
忘
れ
ず
に
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
金
額
が
わ
か
る
資
料

●
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

　

収
票

●
営
業
・
農
業
・
不
動
産
の
所

　

得
が
あ
る
方
は
、
収
入
や
必

　

要
経
費
が
わ
か
る
資
料

2/16
2/17
2/18
2/19
2/22
2/23
2/24
2/25
2/26

3/ 1
3/ 2

3/ 3

3/ 4
3/ 7

火
水
木
金
月
火
水
木
金

9：30〜15：30
13：00〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜16：00
9：30〜11：30

13：30〜15：30
9：30〜15：30
9：30〜15：30
9：30〜11：00

13：30〜15：30
9：30〜16：00
9：30〜16：00

古江・堀越・田浦・坂手 
橘・岩谷

当浜・福田・吉田
草　壁
西　村

安田・木庄
馬木・苗羽
旧池田町 
旧内海町 
二　面

南蒲野・神浦
吉野・蒲野 

蒲　生
赤坂・東浦

中　山 
池田・室生 
旧池田町

坂手公民館
橘　会　館
福田公民館
草壁公民館
西村公民館

内海庁舎研修室
※内海庁舎研修室
池田保健センター
内海庁舎研修室 

二生公民館 
神浦コミュニティセンター
三都ふれあいセンター 

蒲生公民館 
東浦集会所

池田公民館中山分館
池田保健センター
池田保健センター

2/29

日 曜日 時　　間 対 象 地 区 会　　　場

月

木

火
水

金
月

※２/24㈬には税理士の方が常駐します。ご希望の方は無料で相談が受けられます。 
※２/25㈭～３/７㈪の期間は、池田窓口センターでの受付は行いませんので、  各地区会場また
　は内海庁舎・税務課にお越しくださいますようお願いします。

　

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

に
つ
い
て
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も
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
要
介
護
４
・
５
の
方

■
要
介
護
１
～
３
の
方
で
認
定

書
発
行
の
基
準
に
該
当
す
る

　

方
※
詳
し
く
は
、
高
齢
者
福
祉
課

　
（
☎
82
︱
７
０
０
６
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
い
と
・
・
・

○
所
得
証
明
書
な
ど
が
発
行
で

　

き
ま
せ
ん

○
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高

　

齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

○
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

　

請
が
で
き
ま
せ
ん

※
申
告
相
談
の
際
に
は
、
計
算

が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
収
支

計
算
書
の
作
成
や
医
療
費
領
収

書
の
整
理
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

営
業
所
得
の
算
出
な
ど
、
相

談
当
日
に
時
間
が
か
か
り
そ
う

な
場
合
は
、
事
前
に
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

●
本
特
別
徴
収
と
仮
特
別
徴
収

の
平
準
化

　

平
成
28
年
10
月
支
給
分
か
ら
、

公
的
年
金
か
ら
の
仮
特
別
徴
収

税
額
の
算
定
方
法
見
直
し
（
仮

徴
収
税
額
の
平
準
化
）
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
改
正

●
特
別
控
除
額
の
拡
充

（
特
例
控
除
限
度
額
の
引
上
げ
）

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
に

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）に

つ
い
て
、
住
民
税
の
特
例
控
除

額
の
上
限
が
、
町
・
県
民
税
の

所
得
割
額
（
調
整
控
除
後
の
所

得
割
額
）
の
１
割
か
ら
２
割
に

拡
充
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
の
創
設

　

確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所

得
者
等
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
先
団
体
が
５
団
体
以
内
の

場
合
に
限
り
、
寄
附
金
控
除
を

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
「
ふ
る
さ

と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
特

例
の
申
請
に
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
う
際
に
各
ふ
る
さ
と
納

税
先
の
自
治
体
に
特
例
の
適
用

に
関
す
る
申
請
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
【
注
意
点
】

◦
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に

　

行
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
が
対

　

象
で
す
。

◦
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
３

　

月
31
日
ま
で
に
行
っ
た
も
の

　

に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
を

　

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
「
総

務
省　

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
な
ど
に
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
３

仮特別徴収

前年度の２月分に
徴収した額と同額

４月 ６月 ８月
本特別徴収

（年税額－仮徴収税額）の
３分の１

10月 12月 翌年２月

〈改正前〉（平成28年８月分まで）

仮特別徴収

（前年度の年税額÷２）の
３分の１

４月 ６月 ８月
本特別徴収

（年税額－仮徴収税額）の
３分の１

10月 12月 翌年２月

〈改正後〉（平成28年10月分から）

※本改正は、仮特別徴収税額の算定方法の見直しを行うもの
で、税負担となる年税額の増減を生じさせるものではありま
せん。
公的年金以外の所得に係る税額は、年金からは特別徴収され
ません。

①個人住民税の公的年金からの特別徴収制度の見直し

問い合わせ先
　土庄税務署　☎62－1301

平
成
28
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

個
人
住
民
税
の
主
な
税
制
改
正

申告と納税は期限内に！

所得税及び復興特別所得税・贈与税 3月15日㈫
消費税及び地方消費税
（個人事業者） 3月31日㈭

所得税及び復興特別所得税 4月20日㈬
消費税及び地方消費税
（個人事業者） 4月25日㈪

平成27年分の確定申告・納期限

納税は便利な振替納税をご利用ください【振替日】
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人
が
作
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
１
０
０

人
が
１
０
０
人
誉
め
称
え
る
必
要
は

全
く
有
り
ま
せ
ん
。
無
名
で
も
有
名

で
も
、
自
分
の
考
え
を
通
し
て
議
論

を
出
来
る
こ
と
が
芸
術
の
真
価
で
あ

り
、
最
も
面
白
い
部
分
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
自
身
の
意
見
を
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

作
品
は
好
き
じ
ゃ
な
い
と
か
、
私
は

こ
ん
な
風
に
見
え
る
と
か
、
そ
ん
な

単
純
さ
か
ら
で
も
十
分
だ
と
思
い
ま

す
。

　

も
う
す
ぐ
瀬
戸
芸
が
始
ま
り
ま
す
。

芸
術
を
も
っ
と
勇
敢
に
、
楽
し
く
捉

え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
芸
術
家
に

と
っ
て
も
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
も
、

ひ
と
つ
の
文
化
と
し
て
今
迄
よ
り
ず

っ
と
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「小豆島町地域おこし協力隊」
小豆島のもつ力を伸ばすために活動する地域おこし協力隊。
現在隊員は４名。それぞれ専門性や出身地の異なる隊員が
日々の活動やこれからの取り組みについて報告します。

　

絵
画
教
室
や
小
学
校
の
授
業
を
し

て
い
る
中
で
、
聞
き
飽
き
る
ほ
ど
耳

に
し
て
き
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
才

能
が
な
い
」、「
ア
ー
ト
は
わ
か
ら
な

い
」、「
絵
に
自
信
が
な
い
」
な
ど
の

劣
等
感
に
よ
る
発
言
で
す
。
今
回
は

こ
の
芸
術
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
、
私
が
考
察
し
た
こ
と
を
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

の
は
多
く
の
方
が
共
感
す
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
大
人
の
芸
術
劣

等
感
は
、
知
識
に
対
す
る
思
い
込
み

だ
と
言
え
ま
す
。
日
本
は
世
界
で
最

も
美
術
館
入
館
数
の
多
い
国
で
す
が
、

い
つ
も
皆
が
注
意
深
く
見
て
い
る
の

は
作
品
で
は
な
く
用
意
さ
れ
た
説
明

文
や
年
号
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
芸
術

の
祭
典
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
で
も
ひ
と
つ
の
作
品
に
人
が
立
ち

止
ま
る
時
間
は
平
均
３
秒
だ
と
言
い

ま
す
。
観
光
客
が
観
光
地
で
写
真
を

撮
っ
て
は
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
、
作
品
を
見
て
い
る
時
間
は
非

常
に
少
な
く
、
美
術
史
や
作
者
を
知

ら
な
い
と
作
品
を
理
解
出
来
な
い
、

と
考
え
る
人
が
あ
ま
り
に
多
い
の
で

す
。
知
識
は
欲
し
い
人
が
求
め
れ
ば

い
い
も
の
で
あ
っ
て
、
知
識
を
強
要

す
る
の
が
芸
術
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

ま
し
て
や
評
価
さ
れ
て
い
る
か
否
か

を
自
分
の
評
価
基
準
に
す
る
べ
き
で

第二弾の報告は
在籍２年８ヵ月の
岡村美紀さんです

　

対
し
て
子
ど
も
で
す
が
、
彼
等
は

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
写
実
的
な

絵
が
上
手
い
絵
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
大
人
が
「
海
は
青

い
」「
足
は
４
本
だ
」
な
ど
見
た
ま
ま

の
世
界
を
子
ど
も
の
絵
に
求
め
、
そ

れ
を
褒
め
る
か
ら
で
す
。
子
ど
も
達

は
大
胆
な
絵
を
描
き
ま
す
が
、
海
が

赤
に
見
え
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
た
だ
思
い
思
い
の
色
や
線
で

描
こ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ

こ
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
、
見
た
ま

ま
の
世
界
を
正
し
く
写
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
勘
違
い
し
、
そ
れ
が
出

来
な
い
子
は
「
私
は
絵
が
下
手
だ
」

と
劣
等
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
上
記
の
大
人
の
劣

等
感
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

私
は
い
ま
芸
術
を
教
え
て
い
る
の

で
は
な
く
、
楽
し
む
こ
と
を
教
え
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
足
が
10
本
？
１

０
０
本
描
い
て
や
れ
、
海
が
赤
い
な

ら
空
も
変
な
色
に
し
ろ
、
な
ど
ま
と

も
に
絵
を
教
え
る
こ
と
と
は
ほ
ぼ
無

関
係
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
デ
ッ

サ
ン
な
ど
の
基
礎
に
し
て
も
、
写
実

は
勉
強
す
れ
ば
誰
に
で
も
出
来
る
、

と
い
つ
も
言
い
ま
す
。
絵
に
は
才
能

が
必
須
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
才

能
と
は
好
き
で
続
け
る
努
力
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
絵
自
体
に
は
ほ
ぼ
関
係

な
い
も
の
で
す
。
巨
匠
と
呼
ば
れ
る

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

良
い
例
が
ピ
カ
ソ
の
《
泣
く
女
》

で
す
が
、
こ
の
作
品
は
誰
も
が
子
ど

も
で
も
描
け
る
と
一
蹴
し
ま
す
。
そ

の
あ
と
か
な
り
の
確
率
で
、「
昔
の
作

品（
青
の
時
代
等
）の
方
が
好
き
だ
」

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
昔
の
絵
の
方

が
写
実
的
で
見
や
す
く
、
解
り
や
す

い
か
ら
で
す
。
で
も
そ
れ
は
自
分
の

理
解
範
囲
で
し
か
対
象
を
見
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
不
可
解
な
も
の
に

出
会
い
、
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
、
と

い
う
疑
問
を
持
ち
、
そ
の
問
い
に
自

分
な
り
の
答
え
を
出
し
た
り
調
べ
た

り
す
る
、
と
い
う
作
業
が
欠
け
て
い

て
、
大
半
の
人
が
と
り
あ
え
ず
有
名

作
品
の
前
に
立
っ
て
、「
あ
あ
巨
匠
は

違
う
な
」
と
安
心
し
て
通
り
過
ぎ
て

い
る
の
で
す
。

町内各小学校で図工の授業サポートを
行っています

絵画教室（大人）の４人コラボ作の途中
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町
政
へ
の
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
池
田
庁
舎
、
内

海
庁
舎
、
各
公
民
館
に
設
置

し
て
い
る
「
ま
ち
お
も
い
ポ

ス
ト
」
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

Ｑ
：
小
豆
島
中
央
病
院
に
ヘ

　

リ
ポ
ー
ト
は
あ
る
の
か
。

Ａ
：
小
豆
島
中
央
病
院
に
ヘ

　

リ
ポ
ー
ト
は
な
い
が
、
小

　

豆
島
ふ
る
さ
と
村（
室
生
）

　

が
ヘ
リ
の
離
発
着
で
き
る

　

場
所
と
し
て
許
可
を
受
け

　

て
お
り
、
小
豆
島
中
央
病

　

院
か
ら
、
す
ぐ
に
搬
送
で

　

き
る
。

Ｑ
：
小
豆
島
中
央
病
院
建
設

　

後
、
現
在
の
内
海
病
院
は

　

診
療
所
と
し
て
活
用
さ
れ

　

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

　

具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
午
前
中
の
内
科
の
１
診

　

体
制
で
、
定
期
的
な
通
院

　

の
必
要
な
患
者
の
予
約
診

　

療
を
予
定
し
て
い
る
。

　

初
診
や
急
患
、
普
段
は
定

　

期
通
院
さ
れ
て
い
る
方
で

　

も
違
う
病
気
で
診
察
を
す

　

る
場
合
は
、
小
豆
島
中
央

　

病
院
で
診
察
を
行
う
。

Ｑ
：
島
民
が
小
豆
島
中
央
病

　

院
を
安
心
し
て
利
用
す
る

　

た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
育

　

成
も
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
：
小
豆
島
中
央
病
院
は
小

　

豆
島
中
央
病
院
企
業
団
経

　

営
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
町

　

立
で
行
っ
て
き
た
経
営
か

　

ら
、
民
間
企
業
に
近
い
経

　

営
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

　

育
成
も
今
ま
で
よ
り
力
を

　

入
れ
て
い
く
。

Ｑ
：
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
運
賃

　

が
上
限
三
百
円
と
な
る
こ

　

と
は
子
育
て
世
代
と
し
て

　

と
て
も
あ
り
が
た
い
。
し

　

か
し
、
通
学
で
バ
ス
を
利

　

用
す
る
場
合
、
各
バ
ス
停

　

に
自
転
車
置
き
場
が
な
い
。

　

町
で
の
駐
輪
場
の
確
保
を

　

考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
小
豆
島
地
域
公
共
交
通

　

協
議
会
に
お
い
て
、
現
在

　

策
定
を
進
め
て
い
る
「
小

　

豆
島
地
域
公
共
交
通
網
形

　

成
計
画
」
に
お
い
て
、
交

　

通
の
結
節
点
で
あ
る
港
や

　

病
院
な
ど
、
核
と
な
る
乗

　

り
継
ぎ
拠
点
に
つ
い
て
は
、

　

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

　
（
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で

　

自
転
車
等
で
移
動
し
、
そ

　

こ
か
ら
バ
ス
に
乗
車
す
る

　

こ
と
）
を
実
現
で
き
る
よ

　

う
に
駐
輪
場
の
整
備
を
検

　

討
し
て
い
る
。

Ｑ
：
有
害
鳥
獣
対
策
に
対
す

　

る
町
の
支
援
策
は
あ
る
の

　

か
。

Ａ
：
ま
ず
、
柵
に
つ
い
て
は

　

集
落
全
体
を
山
際
で
防
ぐ

　

侵
入
防
護
柵
は
資
材（
柵
）

　

費
の
全
額
を
補
助
、
ま
た
、

　

農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ
被

　

害
防
護
柵
は
、
隣
接
す
る

　

農
地
の
周
囲
を
囲
う
場
合

　

は
２
／
３
、
孤
立
し
た
農

　

地
や
隣
接
の
同
意
が
得
ら

　

れ
な
い
独
立
し
た
農
地
の

　

場
合
は
１
／
２
、
そ
れ
ぞ

　

れ
資
材
費
の
一
部
を
補
助

　

す
る
。（
た
だ
し
、
補
助
金

　

の
上
限
等
あ
り
）

　

次
に
、
捕
獲
圧
を
高
め
る

　

た
め
に
狩
猟
免
許
取
得
者

　

の
増
加
を
目
指
し
て
、
そ

　

の
取
得
費
用
や
免
許
の
登

　

録
・
更
新
費
用
に
つ
い
て
、

　

そ
の
一
部
を
助
成
す
る
。

小
豆
島
中
央
病
院
編

そ
の
他
町
政
編

　

小
豆
島
中
央
病
院
の
開
院
や
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
６
の
開
幕
、
新
高
校
の
開
校
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
伴
う
交
通
体
系
の
再
編

な
ど
、
今
、
小
豆
島
を
取
り
巻
く
状
況
が
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
町
の
状
況
や
課
題
を
町

民
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
町
政

へ
の
ご
意
見
を
広
く
お
聴
き
し
、
今
後
の
町

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨

年
11
月
か
ら
本
年
１
月
に
か
け
て
、
町
内
12

カ
所
に
お
い
て
、
今
年
度
２
回
目
と
な
る
町

政
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
町
政
懇
談
会
で
は
、
小
豆
島
中
央

病
院
を
中
心
に
、
地
方
創
生
や
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

町
か
ら
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

意
見
交
換
会
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今年度、第２回目となる町政懇談会に、
多くの町民の皆様にご参加をいただきました

各地域で町政懇談会を開催

ま
ち
お
も
い
ポ
ス
ト

皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を

ご
紹
介
し
ま
す
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バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

は
、
品
種
や
気
象
条
件
、
土
壌

条
件
、
収
穫
時
期
な
ど
栽
培
条

件
に
よ
っ
て
味
・
香
り
、
栄
養

成
分
、
色
な
ど
が
変
化
し
ま
す
。

こ
れ
は
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
が
果

肉
か
ら
物
理
的
な
方
法
だ
け
で

低
温
で
採
油
し
た
ジ
ュ
ー
ス
そ

の
も
の
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
果
実
の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
オ

イ
ル
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

味
・
香
り
は
化
学
分
析
だ
け

で
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
人
間
の
鼻
、
舌
、
の
ど
な

ど
の
感
覚
に
よ
っ
て
官
能
評
価

を
行
い
ま
す
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

さ
・
苦
味
・
辛
味
と
い
っ
た
良

い
特
性
、
ま
た
有
っ
て
は
な
ら

な
い
酸
敗
臭
・
嫌
気
性
発
酵
臭

等
悪
い
特
性
に
つ
い
て
人
間
が

判
断
し
ま
す
。

　

官
能
評
価
の
方
法
は
国
際
的

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
・

選
抜
さ
れ
た
評
価
員
が
、
周
り

の
影
響
を
受
け
な
い
条
件
下
で
、

規
定
さ
れ
た
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
に

規
定
量
、
規
定
温
度
の
オ
イ
ル

を
入
れ
て
評
価
し
ま
す
。
一
人

で
行
う
と
偏
り
が
発
生
す
る
た

め
八
～
十
二
名
の
評
価
員
が
採

点
し
、
統
計
処
理
に
よ
り
、
最

終
評
価
を
出
し
ま
す
。

　

小
豆
オ
リ
ー
ブ
研
究
所
の
評

価
チ
ー
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
油
化

学
会
が
実
施
し
て
い
る
官
能
評

価
技
能
試
験
に
参
加
し
、
評
価

能
力
に
つ
い
て
国
内
初
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

研
究
所
で
は
今
後
と
も
、
オ

リ
ー
ブ
産
業
に
貢
献
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
所
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」

Vol.60

『
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
官
能
評
価
』

　
　
　
　
　
　

香
川
県
農
業
試
験
場　

小
豆
オ
リ
ー
ブ
研
究
所

　
主
席
研
究
員　

柴　

田　

英　

明

　

今
年
は
、
三
回
目
の
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
作
品
を
今
回
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
楽
し
み
な
だ
け

で
な
く
、
ど
ん
な
変
化
が
小
豆

島
で
起
き
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
に
は
、
芸
術
や
ア
ー
ト

を
通
し
て
、
地
域
社
会
が
元
気

を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
を
得
る

こ
と
が
、
そ
の
役
割
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ど
う
し
た
ら
地
域
や
地
方
が

元
気
を
取
り
戻
せ
る
で
し
ょ
う

か
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
、

実
践
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

す
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
国
を

超
え
て
地
域
と
地
域
が
直
接
交

流
す
る
こ
と
が
、
そ
の
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
気

づ
か
さ
れ
た
の
は
、
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
で
の
小
豆
島
福
田
地

区
の
「
福
武
ハ
ウ
ス
」
の
取
組

み
を
通
し
て
で
す
。

　

２
０
１
３
年
の
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
で
は
、
旧
福
田
小
学
校

に
「
福
武
ハ
ウ
ス
」
が
設
置
さ

れ
、
ア
ジ
ア
７
か
国
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
、
福
田
地

区
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
作
品
を
制
作
し
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
食
を
提
供
し
あ

っ
た
り
し
て
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
北
川

フ
ラ
ム
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、

常
々
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
、
国

と
国
で
は
な
く
、
地
域
と
地
域
、

人
と
人
が
直
接
交
流
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
交
流
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
や
暮
ら
し
の
持
つ
価
値
と
意

味
の
重
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

思
い
こ
そ
が
、
地
域
社
会
を
も

う
一
度
、
自
分
た
ち
の
力
で
元

気
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

驚
い
た
の
は
、
昨
年
の
12
月

　
「
福
武
ハ
ウ
ス
」
の
あ
る
福
田

地
区
自
治
連
合
会
の
松
村
英
明

会
長
が
台
湾
・
桃
園
市
新
屋
区

を
訪
れ
、
そ
こ
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
「
新
屋
社

造
連
盟
」
と
の
間
で
「
友
好
社

区
協
定
」
を
結
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

協
定
で
は
、
芸
術
、
伝
統
文

化
、
環
境
・
生
態
、
観
光
、
青

少
年
な
ど
幅
広
い
分
野
で
交
流

を
進
め
、
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
小
豆
島
・

福
田
地
区
と
台
湾
・
新
屋
区
の

地
域
と
地
域
の
ア
ー
ト
を
通
し

た
国
際
交
流
、「
あ
っ
ぱ
れ
」
で

す
。
今
年
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
私

も
ま
た
、
い
つ
か
是
非
、
台
湾

を
訪
れ
、
芸
術
祭
や
ア
ー
ト
を

通
し
た
地
域
づ
く
り
を
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
１
月
15
日
掲
載
分
か
ら
）

　町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
日
本
と
台
湾
の
「
地
域
」
と
「
地
域
」

の
国
際
交
流
に
感
動
し
ま
し
た
』

友好社区協定式のようす

︱
︱
︱
小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　環
境
技
術
会
議
︱
︱
︱

簡易ブースでの官能評価
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皆
さ
ん
は
、
町
議
会
を
傍
聴

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

町
議
会
は
、
年
四
回
、
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に
本
会

議
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
本
会

議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
住
民
か
ら
直
接

選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
十
四
名

の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
議
員
は
、

住
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
議

会
を
構
成
し
、
議
会
活
動
を
通

じ
て
住
民
の
意
見
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
議
員
の
任
務

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
員
は
、
会
議

に
出
席
を
し
、
議
案
な
ど
に
対

し
て
質
疑
、
討
論
な
ど
の
発
言

を
し
、
賛
成
・
反
対
の
表
決
を

す
る
ほ
か
、
議
案
や
動
議
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
員
は
、
議
会
と
い
う
合
議

交
渉
、
調
整
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
権
年
齢
が
十
八
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
夏

の
参
議
院
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。
民
主
主
義
を
さ
ら
に
深

め
、
若
者
の
声
を
政
治
に
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め

と
し
て
い
ま
す
。
町
議
会
で
は
、

小
学
生
議
会
と
中
学
生
議
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
議
会
の
仕
組
み
や
行
政

を
知
る
機
会
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
た
ち
の
課
題
を
発

見
し
、
行
政
側
に
意
見
を
ぶ
つ

け
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
を
思

い
、
政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持

つ
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
に
町

議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
町
議
会
で
あ

り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局

事
務
局
長　

谷　

部　

達　

海

《
身
近
な
町
議
会
を
目
指
し
て
》

新たな

へ
向
け
て

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り制

の
機
関
と
し
て
執
行
側
の
政

策
に
対
し
て
十
分
な
議
論
を
交

わ
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
最

終
決
定
を
す
る
大
き
な
使
命
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
議
会
は
、
皆
さ
ん

の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
議
員

の
資
質
向
上
に
努
め
、
議
会
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
議

会
だ
よ
り
」
を
年
四
回
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
の
運
営
は
、
法
令
に
基

づ
き
主
人
公
は
議
員
で
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
の
が
議
会
事
務

局
で
す
。
議
会
事
務
局
は
、
町

議
会
の
機
能
強
化
に
対
応
し
た

組
織
基
盤
や
活
動
基
盤
を
整
え
、

議
会
や
議
員
の
活
動
を
支
え
る

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
議
会
事
務
局
に
は
、
議

会
の
表
決
や
審
議
に
関
わ
る
能

力
と
調
査
研
究
、
情
報
収
集
、

　

坂
手
公
民
館
で
は
「
オ
リ
ー

ブ
を
用
い
た
健
康
・
長
寿
の
島

づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

オ
リ
ー
ブ
の
新
漬
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
初
め
て
新
漬
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
家
庭
で
新
漬
を
作
る

の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
か
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

先
生
が
「
せ
っ
か
く
小
豆
島

に
住
ん
ど
ん
や
か
ら
自
分
で
漬

け
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

少
し
の
量
で
も
簡
単
に
漬
け
る

方
法
を
教
え
ま
す
か
ら
。」
と
言

わ
れ
、
新
漬
教
室
は
始
ま
り
ま

し
た
。
公
民
館
で
苛
性
ソ
ー
ダ

ー
に
漬
け
、
後
は
家
庭
に
帰
っ

て
か
ら
の
水
替
え
作
業
で
す
。

最
初
に
で
る
廃
液
処
理
に
つ
い

て
も
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

脱
色
・
中
和
作
業
も
無
事
に
終

え
、
後
は
工
程
表
に
従
っ
て
毎

日
オ
リ
ー
ブ
の
様
子
を
見
な
が

ら
一
週
間
も
す
れ
ば
完
成
し
ま

し
た
。

　
「
意
外
と
簡
単
に
出
来
た
わ
。

や
っ
ぱ
り
手
作
り
は
美
味
し
い

な
あ
。」「
初
め
て
自
分
で
漬
け

た
オ
リ
ー
ブ
や
か
ら
一
粒
一
粒

大
事
に
食
べ
よ
ん
で
。」
と
皆
さ

ん
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
赤
く
熟
し
た

オ
リ
ー
ブ
も
漬
け
て
み
ま
し
た
。

実
離
れ
も
良
く
、
口
い
っ
ぱ
い

に
油
が
広
が
り
、
と
て
も
ジ
ュ

ー
シ
ー
な
味
わ
い
で
、
こ
れ
も

手
作
り
な
ら
で
は
の
美
味
し
さ

で
し
た
。

　

今
後
も
公
民
館
活
動
を
通
し

て
、
オ
リ
ー
ブ
の
良
さ
、
手
作

り
の
美
味
し
さ
を
地
域
の
方
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
手
公
民
館

主
事　

竹　

上　

照　

子

『
手
作
り
は
美
味
し
い
！
』

オリーブの新漬教室 Vol.43
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　皆さんの健康づくりをサポートする事業を実施します。どなたでも参加できますので、ぜひご利用ください。

健　康　相　談
健診結果の事、健康に関するお悩み
などお気軽にご相談ください。
日程　２月３日㈬、２月24日㈬
　　　３月９日㈬、３月30日㈬
時間　10：00～11：00
場所　小豆島町役場　内海庁舎
　　　第１相談室
内容　保健師・栄養士による相談、
　　　血圧測定、検尿もできます。

運　動　教　室
室内でできる簡単な運動について、実際に
体を動かしながら楽しく学ぶ教室です。

講　師　坂本真一氏（健康運動指導士）
持参物　室内用の運動靴、飲み物（水分補給）
定　員　１回２０名

日　程
２月８日㈪
２月23日㈫
３月４日㈮
３月25日㈮

時　間
13：30～14：30
13：30～14：30
13：30～14：30
19：30～20：30

場　　所
安田公民館
福田公民館

三都ふれあいセンター
Ｂ＆Ｇ海洋センター

～食の教室　K’sキッチン～　下記のコースを定期的に開催します
　　　　　　　 K’sキッチンの「Ｋ」は「健康」・「からだ」・「キレイ」の意味があります。

※運動教室・からだすっきりコース・
　離乳食コースは３日前までにお申し
　込みください。

申し込み・問い合わせ先
　　健康づくり福祉課　☎82－7038

健康づくりサポート事業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治
会

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

の
整
備
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
太
鼓
台
奉
納
を

安
全
に
遂
行
し
、
地
域
の
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
た
め
、
宝
く

じ
の
助
成
金
に
よ
り
、
苗
羽
自

治
会
が
太
鼓
台
を
改
修
し
ま
し

た
。

苗
羽
自
治
会
が

太
鼓
台
を
改
修
し
ま
し
た

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

苗羽自治会の太鼓台

離乳食コース
この教室では、離乳食の進め方やちょっ
とした工夫について楽しく学べます。

日程　３月４日㈮
時間　10：00～11：00
場所　イマージュセンター　調理室
対象　生後２か月～１歳ごろの
　　　赤ちゃんを持つ保護者
内容　離乳食の調理実習・試食
持参物　エプロン、手拭きタオル

からだすっきりコース　～冬の減塩コース～
塩分の多い食べ物、減塩の工夫について楽しく学べ
ます。

内　容　味覚チェック、
　　　　栄養士による講話、調理体験
持参物　エプロン、タオル
参加費　１回３００円

日　程
２月５日㈮
３月11日㈮

時　間
10：00～13：00
10：00～13：00

場　　所
草壁公民館
福田公民館

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種
予約再開のお知らせ

　内海病院においては、ワクチン供給不足のた
め、Ｂ型肝炎ワクチン予防接種の予約ができま
せんでしたが、現在は通常どおりに予約ができ
ます。予約のできていない保護者の方は下記問
い合わせ先までご連絡ください。 
問い合わせ先　内海病院　　☎82－2121

参加者
募集中
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　国民健康保険は、加入されているみなさんの保険です。この保険制度を守っていくためには、健康管理に
努めることはもちろんですが、必要な医療は受けつつ、無駄のない受診を心がけることも大切です。
　今月は、「医療機関へのかかり方　その３」をご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　柔道整復師は、骨折・ねんざ・打撲などの痛みに対して施術を行う専門
　　　　　　　　　　　　　　　家です。したがって、手術や薬の処方、レントゲン検査などは行えません。
　　　　　　　　　　　　　　　　近年、柔道整復に対する保険給付（一部負担金以外の保険が支払う医療
費）の支払額が増え続けていますが、柔道整復師による施術には、国民健康保険が使える場合と、使えない
場合があります。
　施術を受ける前にきちんと確認して、正しく施術を受けるようにしましょう。

◎柔道整復師とは？

あなたの国保を守りましょう！　【第11回】

今月号のキーワードは「！」です。

一人ひとりが、医療機関へのかかり方をもう一度確認しましょう！

国保を守るのは、『あなた』です。

●国保を使える場合
　仕事中や通勤時以外の、急性または亜急性（急性に準ずる）の外傷性傷病の場合は、保険の対象となります。
　○ 骨折・脱臼（ただし、応急手当のみ。これ以外は医師の同意が必要）
　○ 打撲・ねんざ・挫傷（肉離れなど）
●国保を使えない場合
　次のような場合は、保険の対象となりません。費用は全額自己負担となります。
　× 日常生活における疲れや肩こり
　× スポーツなどによる肉体疲労
　× 神経痛、リウマチ、慢性関節炎からくる痛み・こり
　× 加齢による腰痛や五十肩の痛み
　× 脳疾患後遺症などの後遺症
　× 仕事中や通勤途中におきた負傷
●施術を受けるときの注意事項
　①負傷原因を正確に伝えましょう。
　　外傷性の負傷でない場合は国民健康保険が使えません。また、交通事故等による第三者行為に該当する
　場合は「健康づくり福祉課」へ連絡をしてください。
　②病院での治療と重複はできません。
　　同一の負傷について、同時期に整形外科での治療と柔道整復師の施術を受けた場合は、原則として柔道
　整復師の施術料は全額自己負担となります。
　③施術が長期にわたる場合は医師の診断を受けましょう。
　　施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けるようにしましょう。
　④療養費支給申請書は必ず自分で自署（サイン）しましょう。
　　療養費支給申請書は、受療者が柔道整復師に国保への請求を委任するものです。申請書の内容をよく確
　認して、必ず自分で申請書にサインするようにしましょう。
　⑤領収書は必ずもらいましょう。
　　領収書は必ずもらい、金額に問題がないか確認しましょう。

日
時　

２
月
25
日
㈭　

10
時
～
12
時

場
所　

香
川
国
際
交
流
会
館

　
　
　
　
（
ア
イ
パ
ル
香
川
）

　
　
　

３
階
第
５
会
議
室

対
象　

若
年
性
認
知
症
の
方
の
家
族

※
本
人
も
一
緒
に
参
加
希
望
が
あ
る

場
合
は
、
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

内
容

◦
座
談
会

◦
若
年
性
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家

　

族
が
活
用
で
き
る
制
度
、
社
会
資

　

源
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

　
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
認
知
症
の
人
と
み
ん
な
の
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー　

沖
田
裕
子
氏
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

２
月
10
日
㈬
ま
で
に
電

　

話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
名
前
、

　

住
所
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
先　

県
健
康
福
祉
部

　

長
寿
社
会
対
策
課

　

計
画
推
進
グ
ル
ー
プ

　

担
当
：
川
崎
・
杉
村

　

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
７
１

　

ふ
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
２
０
６

若
年
性
認
知
症
家
族
交
流
会
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

　

乳
児
健
診
を
し
て
い
る
と
、

と
き
ど
き
「
抱
き
癖
が
つ
い
て

し
ま
っ
た
」、「
抱
き
癖
が
つ
か

な
い
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
泣
か

せ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
い
う
言

葉
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
と
き
は
、

し
ば
ら
く
放
っ
て
お
い
た
方
が

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

泣
く
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

持
っ
て
い
る
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
で
す

か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
と

き
に
は
、
な
ん
ら
か
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
赤
ち
ゃ
ん
に
示
し
て

あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お

む
つ
を
替
え
た
り
、
お
っ
ぱ
い

を
あ
げ
た
り
、
抱
っ
こ
し
た
り
、

手
が
離
せ
な
い
と
き
は
声
を
か

け
て
あ
げ
る
の
で
も
い
い
で
し

ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
、
誰

か
が
ち
ゃ
ん
と
反
応
し
て
、
助

け
て
く
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
経

験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
赤

ち
ゃ
ん
の
中
に
、
相
手
に
対
す

る
信
頼
の
基
礎
が
培
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
が
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら

の
他
人
と
の
信
頼
関
係
の
形
成

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
、
泣
い
て
も
放
っ
て
お

か
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
泣
か
な

く
な
り
ま
す
。
泣
い
て
も
誰
も

対
応
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
泣

く
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

の
で
す
。
サ
イ
レ
ン
ト
ベ
ビ
ー

と
い
っ
て
、
大
き
く
な
っ
て
も

感
情
や
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
相
手
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
た
く
さ

ん
抱
っ
こ
さ
れ
て
大
事
に
育
て

ら
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
自
分
の

こ
と
を
大
切
に
で
き
る
、
そ
し

て
相
手
の
こ
と
を
信
頼
す
る
こ

と
が
で
き
る
素
地
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
親
御
さ
ん
に
し

て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い

る
と
抱
っ
こ
し
て
泣
き
止
ま
せ

て
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
「
抱
き
癖
」
な
ん
て
気
に
せ
ず
、

た
く
さ
ん
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

内
海
病
院
小
児
科　

山　

本　

真
由
美
先
生

　
〈「
抱
き
癖
」
つ
け
な
い
方
が
い
い
？
〉

　

家
庭
で
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
て
、
様
々
な
悩
み
を
抱

え
て
い
た
り
、
孤
独
感
を
感
じ

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

つ
ど
い
で
の
交
流
を
通
し
て
、

参
加
者
同
士
で
悩
み
を
共
感
し

た
り
励
ま
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
の
職
員
も
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
な
ど
が
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
以
前
に
家
庭
で
認
知
症
の

方
を
介
護
さ
れ
た
経
験
の
あ
る

方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
４
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

内
容

　

①
参
加
者
同
士
の
交
流

　

②
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　

講
師
：
秋
山
幸
江

（
健
康
運
動
指
導
士
）

対
象
者

◦
町
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅

　

で
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ

　

て
い
る
方

◦
町
内
に
住
所
を
有
し
、
以
前

　

に
在
宅
で
認
知
症
の
方
を
介

　

護
さ
れ
て
い
た
方

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
つ
ど
い

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
つ
ど
い

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

２
月
19
日
㈮
ま
で

　

に
小
豆
島
町
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー（
☎
82
︱
７
０
０
６
）

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
に
見
守
り
が
必
要
な

　

認
知
症
の
方
と
一
緒
に
参
加

　

さ
れ
る
方
・
送
迎
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
合
わ
せ
て
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

（小豆島町食生活改善
推進協議会）

元気もりもり健康食！

今年のテーマ　～ローリングストック法～

さば缶パスタ

❖作り方
①　玉ねぎはうす切り、ブロッコリーは小房に分ける。に
　んにくはみじん切りにする。
②　フライパンにオリーブ油、にんにくを入れて弱火で熱する。
③　香りが出たら、玉ねぎを入れてさっと炒め、味付けさば
　缶、コンソメ、ケチャップを入れて煮立てる。
④　パスタを半分に折り、時間どおり茹でる。残り２分で
　ブロッコリーを入れる。
⑤　④の湯を切って③とまぜ、塩こしょうで味を調える。

❖材　料（４人分）
　味付けさば缶　２缶　 ケチャップ　大さじ４
　コンソメ　１個　 玉ねぎ　80g　 ブロッコリー　120g
　にんにく　１かけ　 塩　少々　 こしょう　少々
　オリーブ油　大さじ２　 パスタ　320g

❖栄養価（１人分）
　エネルギー　　　　　607kcal
　たんぱく質　　	 32.7g
　脂　　　質　　	 20.0g
　カルシウム　　	 205㎎
　食塩相当量　　	 2.9g

ローリングストック法とは
　災害時を想定して購入した備蓄食品を、定期的に消費し、
食べた分を買い足していく方法です。
　大切なことは、「もしも（非日常）」を「いつも（日常的に）」
意識することです。

温浴健康教室のご案内
場　所　サン・オリーブ
時　間　13：30～14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30～15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無料（ただし、飲食などは自己負担）

※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
※２月11日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課　国保係　☎82－7038

２月18日

２月25日

２月４日
送　　迎　　地　　区日　程

神浦・蒲野・吉野・二面・室生
馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・
西村・草壁・安田
福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・
草壁・安田
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広報文芸

気
が
付
け
ば
い
つ
の
間
に
や
ら
咲
い
て
い
た
冬
の
来
た
る
を
知
ら
す
山
茶
花

師
走
路
を
襷
つ
な
ぎ
て
韋
駄
天
の
島
駅
伝
の
号
砲
が
鳴
る

忘
年
会
夫
の
挨
拶
上
手
く
な
り
妻
に
感
謝
の
一
言
も
添
ふ

悪
友
ゆ
鳴
ら
し
続
く
る
ベ
ル
の
音
急
ぎ
て
取
れ
ば
「
転
ば
な
い
で
ね
」

師
走
経
新
住
職
は
朗
々
と
散
歩
の
我
の
耳
ま
で
届
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
数
字
の
羅
列
十
二
桁　

住
み
に
く
い
世
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

飛
行
士
が
地
球
帰
還
の
報
あ
り
て
軒
の
柚
餅
子
の
乾
き
ゆ
く
こ
ろ

脅
威
的
存
在
な
れ
ど
お
隣
り
は
屈
原
の
く
に
魯
迅
の
祖
国

堀
内　

実
男

藤
本
た
だ
し
げ

伝
宝
千
鶴
子

八
木　

勝
子

山
元　

露
子

八
木　

慶
子

立
住
喜
代
子

や
ぎ
あ
き
ら

歌壇　小豆島
十二月例会　詠草

馴
れ
し
辞
書
見
つ
か
ら
ぬ
ま
ま
初
句
会

海
光
の
あ
ま
ね
く
畠
の
梅
早
し

蕗
の
薹
摘
む
を
た
め
ら
ひ
屈
み
見
る

お
遍
路
の
杖
を
流
る
る
ほ
ど
の
雨

船
頭
の
昔
を
語
る
炬
燵
船

寒
霞
渓
に
雲
の
影
置
く
春
寒
し

神
棚
の
梅
が
香
れ
る
朝
餉
か
な

照
ら
し
出
す
木
立
素
の
ま
ま
寒
の
月

老
ら
く
に
か
か
は
り
な
く
も
厄
落

木
下
り
よ
う

黒
木　

寿
子

照
木　
　

幸

久
保　

愛
子

左
海　

広
子

播
磨
美
恵
子

棟
保　

順
子

中
田　

雀
庵

波
田　

好
博

笹 百 合 句 会

小豆島町立
図書館
☎82－0291

おやすみ、ロジャー
江ノ島西浦写真館
掟上今日子の退職願
家族はつらいよ
戦場のコックたち
日替わりオフィス
ピンクとグレー
学校の近くの家
逆島断雄と進駐官養成高校の決闘
た ん ぽ ぽ 団 地
は　だ　れ　雪
当　　確　　師
真実の10メートル手前
智 謀 真 田 幸 村
一〇三歳、ひとりで生きる作法
定職をもたない息子への手紙
親ががんになったら読む本
家事で脳トレ65
きほんのヨガポーズ＆プログラム
はじめての今さら聞けないスマホカメラ入門
る る ぶ 真 田 丸

三　上　　延
西　尾　維　新
小　路　幸　也
深　緑　野　分
田　丸　雅　智
加藤シゲアキ
青　木　淳　悟
石　田　衣　良
重　松　　清
葉　室　　麟
真　山　　仁
米　澤　穂　信
雪　花　山　人
篠　田　桃　紅

山　口　　建
加　藤　俊　徳

ＲＩＥ
桑　名　由　美
JTBパブリッシング

新刊紹介（一般向き）
書　　　　名 著者名

新刊紹介

三年二組、みんなよい子です！
にっぽんのおやつ
ママはお医者さん
錦織圭　世界の頂点へ
生きものビックリ食事のじかん
満員御霊!ゆうれい塾　４
ミラチェンタイム☆ミラクルらみぃ

（児童向き）

王様ゲーム　深淵8.08
傷　物　語
介護福祉士になるには

（ティーンズ向き）

書　　　　名

げんこつげんたろう
おおきなでんしゃ
にっぽんしょうがっこう
いしゃがよい
たべもんどう
シロクマくつや

（幼児向き）

日
時　

２
月
15
日
㈪
、
19
日
㈮
、

　

22
日
㈪
【
全
３
回
】

　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　

小
豆
島
勤
労
青
少
年
ホ

　

ー
ム
（
西
村
）
体
育
室

指
導
者　

小
豆
島
町
卓
球
協
会

定
員　

15
名

参
加
費　

無
料

準
備
物　

上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト

　

（
貸
出
希
望
の
方
は
お
伝
え

　
　

く
だ
さ
い
。）

申
込
締
め
切
り　

２
月
10
日
㈬

申
し
込
み
先　

社
会
教
育
課

☎
82
︱
７
０
１
５

小
豆
島
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

公
開
講
座
募
集

初
心
者
卓
球
教
室

大人向け「全国生活習慣病予防月間」特集展　2月25日㈭まで　
こども向け「節分＆バレンタイン」特集展　2月25日㈭まで

今月のロビー展

図書館で映画を上映します。無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。
２月28日㈰　14時から（子ども向け）

　「くまのプーさん　バレンタインのプレゼント」

映画会のお知らせ

6日㈯　10：00〜12：00
7日㈰　14：00〜14：30

13日㈯　10：00〜12：00
14日㈰　14：00〜14：30
20日㈯　14：00〜16：00
21日㈰　14：00〜16：00

論語を読む会
にこにこおはなし会
古文書講座
おはなしひとみ会
紫式部日記を読む会
読書会

２月の行事予定

行　　事　　名 日　　　　　　時 対　象
一　　 般
幼 ・ 児 童
一　　 般
幼 ・ 児 童
一　　 般
一　　 般

　　　（内容：「スクラップ・アンド・ビルド 」　 羽田 圭介　著）

カール=ヨハン・
エリーン

ロジャー・
モーティマー



2016.2 14

①
１
月
に
続
き
、
ほ
場
の
土
作

　

り
を
行
い
ま
す
。
苦
土
石
灰

　

は
園
地
の
土
壌
の
酸
度
を
矯

　

正
し
、
養
分
を
吸
収
さ
れ
や

　

す
く
す
る
た
め
に
施
用
し
ま

　

す
。

　

ま
た
、
含
ま
れ
て
い
る
石
灰

　

分
は
オ
リ
ー
ブ
の
生
育
や
結

　

実
に
必
要
で
す
。
樹
齢
に
応

　

じ
て
、
10ａ
当
り
30
～
60
㎏

　

を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
今
年
、
植
え
付
け
を
予
定
し

　

て
い
る
ほ
場
も
１
月
同
様
、

　

深
耕
し
て
排
水
性
を
よ
く
す

　

る
と
と
も
に
、
堆
肥
を
混
和

　

し
て
土
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
樹
が
大
き
く
な
り
日
当
た
り

　

や
風
通
し
が
悪
く
な
る
と
、

　

炭
疽
病
な
ど
の
多
発
や
作
業

　

性
の
悪
化
な
ど
、
百
害
あ
っ

　

て
一
利
な
し
で
す
。

　

来
月
に
な
る
と
せ
ん
定
作
業

　

が
本
格
化
し
ま
す
。
忙
し
く

　

な
る
前
に
園
地
を
ゆ
っ
く
り

　

観
察
し
、
間
伐
す
る
樹
、
切

　

り
落
と
す
太
枝
な
ど
を
想
定

　

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議

会
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
冬
期
栽
培

管
理
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に

と
っ
て
重
要
な
作
業
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、
せ
ん
定
の
実
技
指
導

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
な

ど
は
不
要
で
す
。
当
日
、
現
地

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

２
月
24
日
㈬

◦
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ　

東
ほ
場

　

10
時
～
11
時

◦
池
田
港　

小
豆
ふ
れ
あ
い
産

　

直
市
場　

駐
車
場
奥
ほ
場

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

対
象
者　

小
豆
郡
内
で
オ
リ
ー

　

ブ
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方

内
容　

せ
ん
定
の
実
技
指
導

そ
の
他　

当
日
都
合
が
悪
い
方

　

は
、
２
月
23
日
㈫
13
時
30
分

　

～
14
時
30
分
に
土
庄
町
で
も

　

同
様
の
講
習
会
を
実
施
し
ま

　

す
の
で
、
そ
ち
ら
に
ご
参
加

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議

オ
リ
ー
ブ
冬
期
栽
培
管
理
講
習
会

（
せ
ん
定
実
技
指
導
）

　

会
事
務
局
（
香
川
県
小
豆
農

　

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
内
）

　

担
当
：
小
林
・
豊
嶋

☎
75
︱
０
１
４
５

◦
オ
リ
ー
ブ
課

　

担
当
：
真
砂
・
三
木

☎
82
︱
７
０
１
８

※小豆島４コマ漫画コンテスト一般の部最優秀の
　久留島邦一さんの作品を随時掲載しています。

平成27年度オリーブ園地品評会
表彰式および栽培管理のポイン
ト講習のご案内

日　時　２月10日㈬
　　　　13時30分～14時30分
場　所　イマージュセンター
　　　　２階多目的ホール
対象者　小豆郡内でオリーブを栽培されている方
内　容　●平成27年度オリーブ園地品評会表彰
　　　　●栽培のしおりの配布と管理のポイント説明
問い合わせ先　
　　◦小豆島オリーブ振興協議会事務局
　　　（香川県小豆農業改良普及センター内）
　　　担当：小林・豊嶋　☎75－0145
　　◦オリーブ課
　　　担当：真砂・三木　☎82－7018
※周辺整備中につき、駐車場に限りがありますので、
　乗り合わせるなどしてお越しください。
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　２月は１年中で最も寒い時期であるとともに、高校では入試や卒業式、年度末の整理など最も忙しい時期
となります。両校とも最後の年度に向けて特別な行事の計画も進んでいます。

　統合高校に関するご意見、ご質問はこちらのアドレスへお願いします。
　syodoh02@kagawa-edu.jp　　　　　　小豆島高校・土庄高校　担当　主幹教諭　塩田浩之

お問い合わせ

　昨年、一般の方から「特進コースは倍率が高いが、不合格者は
どうなるのか」という質問がありました。昨年から統合高校での
生徒募集の方法を先行実施して、コース別募集となっていますが、
特進コースと普通コースの併願が可能です。願書に第２志望まで
記入（例えば、第１志望を特進コース、第２志望を普通コースと
記入）していれば、第１志望で不合格になっても第２志望で合格
になることがありますので、受検の時は第２志望をどうするか、
よく考えてから出願してください。

入学者選抜についての質問にお答えします

　平成28年度入学者選抜の日程は、右の表のようになります。
小豆島高校、土庄高校とも、「一般選抜」のみ実施し、「自己推薦
選抜」は、実施しません。加えて合格発表日以降に、クラス編成
テストや合格者に対する説明会が行われます。また、定時制にお
いては「一般選抜」以外に「第２次募集」があります。

入試日程をお知らせします

統 合 高 校 情 報 室

16日㈫・17日㈬
22日㈪～24日㈬

8 日㈫
9 日㈬

17日㈭

願書受付 
志願変更受付 

学力検査 
面接 

合格発表 

２
月

３　
月

【全日制・定時制　一般選抜】

22日㈫・23日㈬
25日㈮
29日㈫

願書受付 
検査・面接 
合格者発表

３　
月

【定時制　第２次募集】

　

昨
年
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た

人
権
集
会
で
は
、
１
年
生
は

　
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
２
年
生
は

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
」
の

成
果
を
発
表
し
、
義
務
教
育
を

修
了
す
る
３
年
生
は
人
権
・
同

和
教
育
の
集
大
成
と
し
て
「
つ

な
が
る
～
な
か
ま
と
と
も
に
～
」

と
題
し
た
人
権
劇
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
生
徒
や
参
観
者
の

感
想
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　　
１
年
生
の
感
想

　

差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
権

学
習
で
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
実
的
な
話
を
見
て
、
ま
た
考

え
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、

し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
差

別
は
連
鎖
し
て
い
く
も
の
、
世

間
を
気
に
し
て
も
、
自
分
も
そ

の
世
間
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
差
別
に
つ
い
て
し

っ
か
り
考
え
て
か
ら
決
断
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
２
年
生
の
感
想

　

３
年
生
の
人
権
劇
を
見
て
、

一
人
一
人
の
心
は
小
さ
く
弱
く

て
も
、
そ
れ
が
い
っ
ぱ
い
集
ま

っ
て
一
つ
に
な
れ
ば
、
と
て
も

大
き
な
も
の
に
変
わ
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
３
年
生
の
人
権
劇
で

は
、
３
年
生
の
全
員
の
思
い
が

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
あ
ん

な
に
す
ご
い
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　　
３
年
生
の
感
想

　

差
別
や
偏
見
は
誰
か
が
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

の
問
題
だ
と
思
い
ま
し
た
。
心

の
ど
こ
か
に
差
別
心
が
あ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。「
自
分
は
差

別
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
関
わ
ら

な
い
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
差
別
は
な
く
な
っ
て

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　　
参
観
者
の
感
想

　

人
間
が
一
番
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
間
の
権
利
を

小
豆
島
中
学
校
の
基
本
に
し
て

い
る
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

大
人
の
考
え
を
こ
う
し
た
集
会

で
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
生
徒

た
ち
が
育
て
ば
、
将
来
は
明
る

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
豆
島
中
学
校
人
権
集
会
の
報
告

小
豆
島
中
学
校
人
権
集
会
の
報
告

３年生による人権劇

小豆島中学校の人権集会は、毎年11月中旬に行われています。
どなたでも参観できますので、中学生の学習の成果を通して、
人権について考えてみませんか。

【問い合わせ先】　人権対策課　☎82－7011

思いやり　思うだけでは　変わらない
【小豆島中学校　校内人権標語優秀作品】
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農
作
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ

し
て
い
る
シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

た
め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
の
講

習
会
、
試
験
が
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
【
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会
】

日
時　

２
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

　

10
時
～
16
時

　

２
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

会
場　
Ｊ
Ａ
香
川
県
中
央
地
区

　

営
農
セ
ン
タ
ー　

３
階　

大

　

会
議
室

申
請
期
限　

２
月
15
日
㈪

受
講
料

　

１
種
類
：
８
，０
０
０
円

　

２
種
類
：
９
，０
０
０
円

※
当
日
会
場
に
て
納
め
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
先

　
（
一
社
）香
川
県
猟
友
会
事
務
局

　

☎
・
ふ
０
８
７
︱
８
３
１
︱
６
９
２
０

※
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
に
は
、

こ
の
講
習
会
と
は
別
に
、
狩
猟

免
許
試
験
を
受
験
し
、
合
格
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
【
狩
猟
免
許
試
験
】

※
わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、
第

二
種
銃
猟

日
時　

２
月
28
日
㈰　

９
時
～

会
場　

香
川
県
庁
北
館

申
込
期
限　

２
月
15
日
㈪

受
験
料

　

１
種
類
に
つ
き
５
，２
０
０
円

（
県
証
紙
）

※
他
の
種
類
の
狩
猟
免
許
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
１
種

類
に
つ
き
３
，９
０
０
円
。

申
し
込
み
先

　

県
み
ど
り
保
全
課

　

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
１
２

※
講
習
会
お
よ
び
狩
猟
免
許
試

験
の
申
込
用
紙
お
よ
び
実
施
要

領
は
、
農
林
水
産
課
に
あ
り
ま

す
。

※
町
の
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

方
に
は
、
講
習
会
受
講
料
お
よ

び
交
通
費
、
狩
猟
免
許
試
験
受

験
料
、
ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得

者
の
狩
猟
登
録
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課☎

75
︱
１
９
０
０

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

ふるさと発見！第９回小豆島町健康ウォーク開催！ふるさと発見！第９回小豆島町健康ウォーク開催！
　自分たちの住むふるさとを散策しながら、お互いの交流を深め、楽しく健康づくりに取り組んで
もらおうと、「ふるさと発見！第９回小豆島町健康ウォーク」を開催します。ぜひご参加ください。

日　程　２月14日㈰
　　　　　※雨天中止
　　　　　　中止の場合、７時に
　　　　　　町内一斉放送します。

　　　　　　◦受　付　８時30分まで
　　　　　　◦開会式　８時50分
　　　　　　◦ウォーキングエクササイズ
　　　　　　　JUNA’sエクササイズ&ダンス
　　　　　　　講師　白下　珠那　氏
　　　　　　◦スタート　９時30分（予定）

集合場所　坂手港　平和の女神像前（フェリー待合所付近）
　　　　　※駐車場は川野回漕店前をご利用ください。駐車場台数には限りがありますので、
　　　　　　できるだけ乗り合わせてお越しください。

参加資格　町内在住または町内に勤務する健康な方（小学生以下は保護者同伴）
　　　　　なお、参加費は無料です。

コ ー ス　右上図参照

持 参 物　水筒・タオルなど

申込方法　申込書に必要事項を記入し、最寄りの公民館または、社会教育課に提出してください。
　　　　　なお、申し込み用紙は各公民館、Ｂ＆Ｇ海洋センター、社会教育課にあります。
　　　　　電話でのお申し込みも可能です。

申込締め切り　２月10日㈬　　　問い合わせ先　社会教育課　☎82－7015

中間チェックポイント
ゆとりコースゴール

坂手港～古江～堀越（町道
南田浦線）～田浦～（マイ
クロバス）～坂手港6.5㎞

ゆとりコース

坂手港～古江～堀越（町道
南田浦線）～田浦（県道田
浦坂手港線）～坂手港13㎞

健脚コース

田浦

二十四の瞳
　　映画村

堀越漁港

赤　鼻丸山鼻

ウン崎

大
手
城
ノ
鼻

雨
倉
鼻

塩谷鼻

坂手港
堀越 古江

芦ノ浦

坂 手 港
ゆとり・健脚コーススタート
健脚コースゴール

壺井栄文学館
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「
一
日
農
政
局
in
小
豆
島
町
」

の
傍
聴
者
募
集
！

小
豆
地
区
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

２
月
19
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　

受
付
：
13
時
30
分
～

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

　

ふ
る
さ
と
荘
交
流
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
一
隅
を
照
ら
す
」

　

～
自
分
の
持
ち
場
で

一
生
懸
命
～

講
師　

露つ
ゆ

の
団ま

る

姫こ　

女
史

（
落
語
家
・
天
台
宗
僧
侶
）

定
員　

70
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

主
催
・
申
し
込
み
先

　

（
公
社
）小
豆
島
法
人
会

☎
62
︱
４
３
０
３

共
催　
（
一
社
）香
川
県
法
人
会

落
語
家
で
、
僧
侶
で
、
利
酒
師
の

露
の
団
姫
女
史
が
み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
満
開
に
�

　

連
合
会
、
小
豆
島
税
務
関
係

　

団
体
連
絡
協
議
会
、
小
豆
島

　

町
商
工
会
、
土
庄
町
商
工
会

後
援　

小
豆
島
町
、
土
庄
町

申
込
締
め
切
り　

２
月
10
日
㈬

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
る
な
ど
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

香
川
県
の
主
催
に
よ
る
「
小

豆
地
区
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
３
日
㈭

　

開
場
：
18
時

　

開
演
：
18
時
30
分
～
21
時

場
所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

　
　
　

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

内
容　

捕
獲
補
助
者
制
度
を
活

　

用
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
被
害

　

対
策
―
香
川
県
集
落
活
動
支

　

援
事
業
の
成
果
報
告
―

講
師　

㈱
野
生
鳥
獣
対
策
連
携

　

セ
ン
タ
ー　

阿
部
豪
氏

主
催　

香
川
県

共
催　

土
庄
町
、
小
豆
島
町

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

☎
75
︱
１
９
０
０

小
豆
地
区
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

中
国
四
国
農
政
局
で
は
、
現

場
を
第
一
と
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
「
親
切
・

丁
寧
、
身
近
な
相
談
し
や
す
い

農
政
局
」
を
目
指
し
、
公
聴
形

式
で
「
一
日
農
政
局
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
離
島
に
お
け
る
農

業
・
農
村
の
振
興
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
と
こ
ろ
、
離
島
で
地
理

的
に
不
利
な
条
件
を
抱
え
て
い

る
中
で
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
の
特

産
品
や
棚
田
の
保
全
、
６
次
産

業
化
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み
な
ど
が
盛
ん
な
小
豆
島
町
に

て
、
次
の
と
お
り
意
見
交
換
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
出
席
者
は
町
内
の
農
業
生

産
者
、
消
費
者
、
中
国
四
国
農

政
局
長
、
小
豆
島
町
長
な
ど
15

名
の
予
定
で
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村　

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
横
）

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

中
国
四
国
農
政
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
の
【
「
一
日
農

政
局
in
小
豆
島
町
」
開
催
の
お

知
ら
せ
】
に
傍
聴
申
込
書
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
一
般

傍
聴
席
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

◦
中
国
四
国
農
政
局

　

企
画
調
整
室

　

☎
０
８
６
︱
２
２
４
︱
４
５
１
１

◦
農
林
水
産
課

　

☎
75
︱
１
９
０
０

「
一
日
農
政
局
in
小
豆
島
町
」

の
傍
聴
者
募
集
！

　法務省管理局など公的機関をかたり、財産を差押
さえるなどと書いた脅迫的な文面で不安を煽り、金
銭を要求する手口の詐欺が発生しています。
　契約内容や債権者の所在地などの記載がない請求
通知は架空請求の可能性が高いです。
　トラブルに遭ったとき、不安なときは消費生活相
談窓口にご相談ください！
　【小豆県民センター消費生活相談専用電話】
　　☎62－2269

金融トラブルにご注意を！
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課　広報秘書係　☎75－1800

　１月15日、星城幼稚園のグラウンドにおい
て、園児と地元の老人クラブの方々によるとん
どが行われました。
　地元の老人クラブの方々と行うとんどは、町
内では星城幼稚園が唯一で、今年で20回目を
迎えるなど、すっかり毎年の恒例行事として定
着しています。
　とんどに火がつくと、園児たちは、一気に燃
え上がる大きな火柱に歓声をあげながら、灰を
かぶり、今年１年の健康を願っていました。

今 星城幼稚園の園児と地元老人クラブとの交流　とんど体験

年１年の健康を願って

　1月10日、小豆島町成人式がサン・オリーブで行われ、
平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの新成人
153人（うち出席者131人）が、晴れて大人の仲間入り
をしました。
　式典は、第一部を竹田奈那子さん（星城小学校区）と
溝渕杏さん（苗羽小学校区）、第二部を高岸佳以さん（苗
羽小学校区）と八木ひかるさん（安田小学校区）の新成
人４人による司会で進行しました。
　はじめに、新成人代表の久米萌子さん（星城小学校区）
に成人証書が手渡され、塩田町長からの式辞、来賓の方々

小 平成27年度小豆島町成人式

豆島の未来を担う新成人の誕生

からのお祝いの言葉が贈られ、続いて、記念品を笠井美結
さん（福田小学校区）が代表して受け取りました。
　誓いの言葉では、横手翔太さん（苗羽小学校区）が
　「私たちは、今日という日を境に社会から一人前として
認められ、新たな一歩を踏み出します。これから様々な
困難が待ち受けていることと思いますが、小豆島町出身
の一成人として、小豆島の名に恥じない強い心で乗り越
えていこうと思います。」と、力強く読み上げ、「平成28
年１月10日『小豆島が大好きな』横手翔太」と締めくく
りました。
　そして、新成人の企画により、幼稚園から高校時代ま
でのスライドが放映され、懐かしい思い出の映像に会場
は大いに盛り上がりました。
　会場が盛り上がりをみせたあとは、「これまで育ててく
れた全ての人へ感謝の言葉」と題した、フォトメッセ―
ジを放映しながら、出水隆太さん（安田小学校区）、藤井
雅人さん（苗羽小学校区）、中井日向さん（星城小学校
区）、平井良奈さん（池田小学校区）の４人が、家族や恩
師への感謝の言葉を述べました。
　式の最後には、後藤教育長からの激励の言葉と実行委
員とともに会場全員で一体となった万歳三唱が行われま
した。
　記念撮影の合間には、久しぶりに再会した旧友や恩師
と話が弾むなど、厳粛な中にも華やいだ雰囲気のすばら
しい成人式となりました。新成人４名が家族へ感謝の言葉を述べました

誓いの言葉を読み上げる横手翔太さん

司会や案内などを務めた実行委員の皆さん
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募
集

R
ecru

itm
en

t

く
ら
し
の
情
報

月2
February

小
豆
島
町
臨
時
職
員
募
集

　

か
が
わ
長
寿
大
学
は
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

社
会
活
動
参
加
の
促
進
を
図
り
、

長
寿
社
会
を
担
う
地
域
社
会
で

の
実
践
的
な
指
導
者
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
高
松
校

開
講
期
間

●
平
成
28
年
４
月
～

平
成
30
年
３
月

●
年
間
26
日
間
・

　

１
日
２
時
限
・
１
時
限
90
分

●
原
則
と
し
て
１
年
生
は
月
曜
、

　

２
年
生
は
火
曜
に
開
講

場
所　

香
川
県
社
会
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー
７
階　

大
会
議
室

募
集
人
員　

１
９
２
名

平
成
28
年
度
入
学
か
が
わ

長
寿
大
学
受
講
生
募
集

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
勤

務
す
る
臨
時
職
員
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

募
集
人
員

①
臨
時
庁
舎
管
理
等
作
業
員

２
名
程
度

②
学
校
司
書　
　
　

１
名
程
度

応
募
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
普
通
自
動

　

車
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い

　

る
方

②
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
司
書
資
格

　

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
採
用

　

期
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
す

　

る
見
込
み
の
あ
る
方

募
集
期
間

①
②
１
月
25
日
㈪
～２

月
19
日
㈮

講
座
科
目　

歴
史
、
社
会
・
生

　

活
、
文
化
、
健
康
な
ど

受
講
資
格

①
香
川
県
在
住
で
、
平
成
28
年

　

４
月
１
日
現
在
満
60
歳
以
上

　

の
方

②
過
去
に
か
が
わ
長
寿
大
学
を

　

受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

受
講
料　

１
年
間
に
つ
き

　

２
５
，０
０
０
円

募
集
期
間

　

２
月
１
日
㈪
～
29
日
㈪

　

当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

　

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

　

生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・

　

電
話
番
号
お
よ
び
「
か
が
わ

　

長
寿
大
学
高
松
校
受
講
希

　

望
」
と
記
入
し
、
左
記
に
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
お
一
人
に
つ
き

１
枚
で
す
。

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
、

第
三
者
に
よ
る
公
開
抽
選
に
よ

り
、
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

実
施
主
体
・
申
し
込
み
先

　
（
公
財
）か
が
わ
健
康
福
祉
機
構

　

長
寿
社
会
部

　

☎
０
８
７
︱
８
６
３
︱
０
２
２
２

　

〒
７
６
０
︱
０
０
１
７　

高
松
市
番

　

町
一
丁
目
10
︱

35

　　　　　　　今月は石の歴史について英語で触れ
　　　　　　　てみましょう。
　　　　　　　小豆島は江戸時代から花崗岩の産地
　　　　　　　で、大坂城築城の際に切り出された
　　　　　　　石材の残石が各所に残っています。

Shodoshima has been famous for its granite since 
the Edo period （1603－1868） and there is granite 
left from the days of quarrying stones for Osaka 
Castle stone walls.

大坂城石垣石切丁場跡は国の史跡に、中山農村歌舞
伎舞台は国の有形民俗文化財に指定されています。
The Osaka Castle Stone Quarry Ruins are 
registered as a national historical site, while 
Nakayama Farmer’s Kabuki Theater as a national 
tangible cultural property.

次にいくつかのジオサイトを英語でご紹介します。
①中山の千枚田　N

ナ　カ　ヤ　マ

akayama T
テ ラ ス ド ゥ

erraced R
ライス

ice F
フィールズ

ields
小豆島町中山地区には、大規模地すべり地形の緩斜
面を利用した棚田が広がっています。
Nakayama district of Shodoshima-cho has terraced 
rice filed, taking advantage of its large-scale 
landslide configuration.

②天狗岩丁場 Tengu-iwa, T
テ　ン　グ

engu R
ロ ッ ク

ock
小豆島町岩谷の「大坂城石垣石切丁場跡」は、昭和
47年に 国指定史跡に登録された小豆島最大の丁場
です。
The Osaka Castle stone quarry ruins are currently 
the largest quarry site left in Shodoshima, and was 
registered as a national historical site in 1972.

Enjoy！　
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

応
募
用
紙
の
請
求
・
提
出
場
所

①
②
小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

（
池
田
庁
舎
）

☎
75
︱
１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限

①
②
２
月
19
日
㈮

　

（
郵
送
の
場
合
は
期
限
内
必

　
　

着
）
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相
談

A
d
v
ice

開
催
日

　

４
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰

会
場

　
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前
市
民
広
場

コ
ー
ス　

２
日
：
崇
徳
上
皇
・

　

へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

　

３
日
：
瀬
戸
大
橋
・
万
葉
の

　

島
コ
ー
ス

※
両
日
と
も
５
・
10
・
20
・
35

キ
ロ
の
コ
ー
ス
あ
り
。

受
付

　

10
・
20
・
35
キ
ロ　

６
時
～

　

５
キ
ロ　

９
時
～

出
発
式

　

35
キ
ロ　

７
時
～

　

（
出
発
：
７
時
30
分
）

　

10
・
20
キ
ロ　

８
時
～

　

（
出
発
：
８
時
30
分
、
40
分
）

　

５
キ
ロ　

９
時
40
分
～

　

（
出
発
：
10
時
）

費
用

　

一　

般
：
１
，８
０
０
円

（
当
日
２
，２
０
０
円
）

　

中
高
生
：
１
，０
０
０
円

（
当
日
１
，２
０
０
円
）

※
２
日
間
で
も
１
日
だ
け
で
も

同
額
。
小
学
生
以
下
は
無
料

　
（
た
だ
し
、
保
護
者
同
伴
）。

申
込
期
限　

事
前
申
し
込
み
は

　

３
月
５
日
㈯
ま
で

※
申
込
期
限
以
降
も
受
付
は
行

い
ま
す
が
、
参
加
者
名
簿
へ
の

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

讃
岐
う
ど
ん
つ
る
つ
る
ツ
ー

第
14
回
讃
岐
う
ど
ん

つ
る
つ
る
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　

デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
・

　

事
務
局

　

☎
０
８
７
７
︱
45
︱
４
４
０
１

　

ふ
０
８
７
７
︱
45
︱
４
４
２
０

日
時
・
場
所

◦
２
月
12
日
㈮　

10
時
～
15
時

　

内
海
庁
舎　

研
修
室

◦
２
月
17
日
㈬　

10
時
～
15
時

　

池
田
庁
舎　

第
３
会
議
室

◦
２
月
26
日
㈮　

10
時
～
15
時

　

内
海
庁
舎　

第
１
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
運
転

免
許
証
な
ど
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
来
ら

れ
る
際
に
は
、
委
任
状
お
よ
び

依
頼
を
受
け
た
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
物
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人

の
登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
請
求
で
き
る
「
か
ん
た
ん

証
明
書
請
求
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

請
求
さ
れ
た
証
明
書
は
、
郵

送
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登
記
所

や
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査

　

官
室

　

☎
０
８
７
︱
８
２
１
︱
６
３
４
２

◦
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申

　

請
シ
ス
テ
ム

　

http://w
w

w
.touki-kyout

　

aku-net.m
oj.go.jp

登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
を

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

☎
82
︱
７
０
０
５

主
催　

香
川
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
７
︱
８
２
１
︱
５
７
０
１

日
時　

２
月
６
日
㈯

　

10
時
～
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

１
階　

視
聴
覚
室

相
談
内
容　

相
続
、
登
記
、
法

　

律
関
係
な
ど

予
約　

不
要

　
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
司
法
書
士
無
料
相
談
会

日
時　

２
月
16
日
㈫

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

内
海
庁
舎
第
１
相
談
室

相
談
内
容　

経
営
相
談

（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
産
業
支
援
室

☎
82
︱
７
０
０
７

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金

利
年
２
・
05
％（
母
子
家
庭
の
方

な
ど
は
年
１
・
65
％
／

平
成
27
年

11
月
10
日
現
在
）で
利
用
で
き
、

在
学
期
間
中
は
利
息
の
み
の
返

済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

◦
☎
０
５
７
０
︱
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
☎
０
３
︱
５
３
２
１
︱
８
６
５
６
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町内の
発生状況

事故・火災・救急
【12月】

リサイクル用品の情報をお待ちしていま
す。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物を預かっておりません。
ご了承ください。

区　分
発　　生
負 傷 者
死 亡 者
火　　災
救　　急

件　数
5
5
0

39
44

1

57
71
02

10
57

4
683

12
632

1月からの
累　　計 昨年同期

【求めます】
卓上電気スタンド	 無償	
電動ミシン	 無償	
シーツ	 無償	
畳　　　	 無償
せいろ　　　	 無償
むしろ　　　	 無償
自転車　小学5、6年生男子用	 無償
星城小学校　男子制服　120～130㎝	無償
星城幼稚園　女子制服　100～120㎝	無償

（12・１月受付分）
リサイクル情報

座敷机、掛け布団、パソコンデスクは
リサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。

【譲ります】
新生児服　未使用	 無償	
こたつ	 無償	
蚊帳　子供用	 無償	
折りたたみ机　60×90×30㎝	 無償
小豆島中学女子制服　夏服、冬服160㎝	無償
小豆島中学女子制服　夏服、冬服170㎝	無償
マッサージ機　チェア型	 有償	
自転車　27インチ　変速機付　未使用	有償

みなさんからの （敬称略）寄　付
● 社会福祉協議会へ
　▷坂下　龍雄　（吹田市）
● 池田小学校へ
　▷平成２年度池田中学校

卒業生一同

お買い物は
地元商店を
使いましょう

お買い物は地元商店を使いましょう

10月17日から23日は『薬と健康の週間』です

9月5日から11日までは『救急医療週間』、9月10日から16日までは『自殺予防週間』です

毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き　野菜大好き　小豆っこ

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています！

２月　くらしのカレンダー

　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の
島々の魅力をお伝えしています。
　２月は「オリーブオイル品評会」、「小豆島オリーブマラソン全国大会」、
　「オリーブを生活に取り入れよう」、「醤の郷から」などの話題をお届けす
る予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。
　FM香川　周波数78．6MHz　毎週火曜日8：25～8：30
　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読く
ださい。

「瀬戸内しまラジ！」放送中

町 県 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

後期高齢者医療保険料

介 護 保 険 料
納期月の末日が納期限です
　（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

５月

１期

全期

６月

１期

１期

７月

２期

１期

１期

８月

２期

２期

２期

９月

２期

３期

10月

３期

３期

４期

３期

11月

３期

５期

12月

４期

４期

６期

４期

１月

４期

７期

２月

５期

８期

５期

税目
納期限

今 月 の 納 税

2日
3日
4日
5日
8日
9日
12日
15日
16日
17日
18日

22日

23日

24日
25日
26日

29日

火
水
木
金
月
火
金
月
火
水
木

月

火

水
木
金

月

心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
運動教室 13：30～14：30　 　　　　内海福祉会館

行政相談 13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室

行政相談 13：30～16：00　池田保健センター1階　保健指導室
よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　内海庁舎1階　第1相談室

健康相談 10：00～11：00　内海庁舎1階　第1相談室
特設人権相談所 10：00～15：00　 　　　　内海福祉会館

健康相談 10：00～11：00　　　 　当浜第二集会所
 14：00～15：00　 中東蒲生生活共同会館

健康相談 10：00～11：00　　　　　　　 草壁会館

健康相談 10：00～11：00　　　 吉田地区浜集会所

1歳6か月児健診 13：30～15：00受付　　イマージュセンター
　（対象児：平成26年6月1日～8月31日生まれ）

こころの悩み相談 14：30～16：10　小豆総合事務所　東館1階デイケア室
K

，
sキッチン（からだすっきり） 10：00～13：00　　　　　　 草壁公民館

運動教室 13：30～14：30　 　　　　　福田公民館
心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　 池田保健センター

健康相談 13：30～14：30　　　　　　　 城山会館

家族相談 14：00～15：30　小豆総合事務所　東館1階デイケア室

健康相談 10：00～11：00　内海庁舎1階　第1相談室

}すくすくルーム　　10：00受付　
　（対象児：平成27年12月生まれ）
ベビーサロン 10：00～12：00　　　 　

イマージュセンター
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人
の
動
きこ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

12
月
11
日
か
ら
１
月
10
日
ま
で

人　口　14,935 人　（ 7人）

男　性　 7,077 人　（ 2人）

女　性　 7,858 人　（ 5人）

世帯数　 6,599世帯　（ 1）

（１月１日現在（　）内は前月比）

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

わ
れ
ま
す
が
、
同
じ
島
で
も
全

く
違
う
環
境
で
す
。
寒
さ
が
大

の
苦
手
な
私
に
と
っ
て
、
常
夏

な
沖
縄
の
気
候
は
確
か
に
過
ご

し
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、
ふ

と
3
年
経
っ
た
と
き
に
「
四
季

を
感
じ
た
い
！
」
と
思
い
始
め

ま
し
た
。
そ
の
時
頭
に
浮
か
ん

だ
の
が
瀬
戸
内
海
の
風
景
。
華

や
か
な
沖
縄
の
海
も
素
敵
で
す

が
、
ま
る
で
絵
画
の
よ
う
な
穏

や
か
な
海
は
、
日
本
中
探
し
て

も
瀬
戸
内
海
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
な
ぜ
か
瀬
戸
内
海

を
見
る
と
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　

小
豆
島
に
き
て
か
ら
カ
メ
ラ

が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
は
何
か
特
別
な
時
だ
け
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は

日
常
的
に
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
く

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
カ
メ
ラ

を
持
つ
と
視
野
が
ぐ
っ
と
広
が

り
ま
す
。
今
ま
で
な
に
げ
な
く

通
っ
て
い
た
道
や
、
毎
日
見
る

夕
日
や
朝
日
、
当
然
の
よ
う
に

目
の
前
に
広
が
る
海
、
い
つ
も

会
う
島
の
友
人
た
ち
、
毎
日
食

べ
て
い
る
島
の
恵
み
・
・
・
当

た
り
前
だ
っ
た
日
常
が
、
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
か
ら
よ
り
大
切
に

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
写
真
は
下
手
く
そ
で
す

が
、
島
で
の
暮
ら
し
の
中
で
見

た
も
の
や
感
じ
た
も
の
を
た
く

さ
ん
記
録
し
て
発
信
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
小
豆
島
観
光
協
会
で

広
報
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
島
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
い
つ
も
色

ん
な
方
に
教
え
て
頂
き
な
が

ら
、
島
を
ど
う
や
っ
て
魅
せ
て

い
く
の
か
考
え
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
移
住
し
て

き
た
私
だ
か
ら
こ
そ
、
島
外
か

ら
見
た
目
線
や
立
場
で
色
々
と

案
内
や
提
案
も
出
来
た
ら
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
小
豆

島
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

「
あ
ず
き
じ
ま
…
？
」
そ
う

勘
違
い
し
て
島
を
訪
れ
た
の
が

大
学
3
年
の
時
。
初
め
て
瀬
戸

内
を
一
人
旅
し
て
い
た
私
は
、

瀬
戸
内
海
の
美
し
さ
と
島
の
魅

力
に
一
瞬
で
一
目
惚
れ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
、
よ
う
や
く

移
住
を
決
意
し
、
昨
年
の
6
月

に
「
し
ょ
う
ど
し
ま
」
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
以
前
は
、
沖
縄

県
の
石
垣
島
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
よ
く
、「
沖
縄
か
ら
来
る
な

ん
て
も
っ
た
い
な
い
！
」
と
言

小
豆
島
を
元
気
に
！

　私の
提
言

鈴す
ず　

木き　

靖や
す　

世よ

さ
ん

現
住
所　

蒲
生

「
写
真
で
切
り
取
る
島
の
暮
ら
し
」

No.59

◎　
出　
　

生
（
９
人
）

【
お
め
で
た
】

　

赤
ち
ゃ
ん　
性
別　

保
護
者　

地　

区

松
本
芽め

依い　

女　
裕　

介　
池　

田

溝
渕
心み

彩あ　

女　
大　

介　　

〃

早
倉
莉り

奈な　

女　
知　

晶　
中　

山

喜
多
佑ゆ
う

成せ
い　

男　　

昭　
　

西　

村

城　

丈た
け

琉る　

男　
有　

斗　　

〃

半
田
雫し
ず

結き　

女　
真　

幸　
草
壁
本
町

谷
川
華は

奈な　

女　　

潤　
　

片　

城

佐
倉
颯そ
う

真ま　

男　
弘　

了　
馬　

木

西
濱
晴は
る

紀き　

男　
慎　

也　
坂　

手

　

氏　

名　

歳　
世
帯
主　
地　

区

佐
々
木
久
枝　
81　
本　

人　
池　

田

武
部
ト
シ
子　

78　
惠　

典　　

〃

黑
田
治
男　
65　
本　

人　　

〃

藤
田　

務　
91　
善　

德　　

〃

◎　
死　
　

亡
（
15
人
）

【
お
く
や
み
】

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

◎　
婚　
　

姻
（
４
組
）

【
ご
結
婚
】

　

氏
名　

夫　
　

妻　
　

地　

区

西
本　

武
士
・
花　

奈 

池　

田

石
井　

一
光
・
佳
奈
子 

蒲　

生

藤
塚　
　

啓
・　

南 

　

〃

西
谷　

拓
也
・
史　

子 

西　

村

萩　
八
代
栄　

92　
本　

人　
蒲　

生

八
木
フ
サ
ノ　

94　
富　

男　
室　

生

八
木　

寛　
79　
本　

人　　

〃

守
山
利
次　
85　
本　

人　
西　

村

西
村
瑤
子　
89　
本　

人　
神
懸
通

吉
本
俊
久　
79　
本　

人　
安　

田

大
澤
辰
美　
60　
本　

人　　

橘

岡
田
武
司　
87　
本　

人　
岩　

谷

松
江　

英　
89　
本　

人　
苗　

羽

山
本
ト
ヨ
子　

90　
本　

人　
坂　

手

佐
伯　

忠　
77　
本　

人　
福　

田

　

い
よ
い
よ
来
月
３
月
に

は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
６
が
開
幕
し
ま

す
。
今
回
は
新
た
に
草
壁

港
や
池
田
港
で
も
作
品
が

展
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
と
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
瀬
戸
芸
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

あとがき
（編集を終えて）


